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―Foreword―

イオンポンプ研究の最前線

森 井 孫 俊，,a 酒 井 秀 紀b
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ここに記載されている内容は，2009 年 3 月 27 日

に京都で開催された日本薬学会第 129 年会での一般

シンポジウム S27「イオンポンプ研究の最前線」に

おいて発表された講演内容をまとめたものである．

膜タンパク質であることからの結晶化の困難さか

ら，三次元構造が明らかとなっていなかった Ca2＋-

ATPase，Na＋, K＋-ATPase，H＋-ATPase，V-AT-

Pase などのイオン輸送ポンプの三次元構造が近年

次々と解明されてきた．イオンポンプの三次元構造

の理解から，今まで蓄積されてきた分子生物学，生

化学，薬理学等に基づく知識と，イオンポンプの構

造との連関が次第に明らかになりつつある．例えば，

Ca2＋-ATPase におけるコンフォメーション変化と

連結したカチオン結合部位のイオン親和性の変化や，

Na＋ ポンプのサブユニット間相互作用を三次元構

造と関連して論じることが可能となった．

本シンポジウムは，イオンポンプ及びポンプのエ

ネルギー源 ATP の輸送体である ADP/ATP 透過担

体の研究の最前線について，それぞれの分野の第一

人者に部会横断的な話題提供を行って頂き，今後の

イオンポンプ研究の発展に貢献することを目的とし

た．

本シンポジウムでは，次の表題の研究を取り上げ

た．

◯ Ca2＋ ポンプの分子作動機構：部位特異的変異

及びリン酸化中間体アナログの開発と構造解析に

よる理解 （旭川医大 鈴木 裕）

◯ ナトリウムポンプの構造と機能

（東京医歯大院保衛 原 諭吉）

◯ H＋ 輸送性 ATP 合成酵素研究の薬学的新展開

（岩手医大薬 前田正知）

◯ ミトコンドリア内膜の ADP/ATP 透過担体の

C 末端領域の構造特性と機能

（徳島大ゲノム 篠原康雄）

◯ 極低温電子顕微鏡によって明かされた胃 H＋,

K＋-ATPase の逆反応防止機構

（京大院理・生物物理 阿部一啓）

本誌上シンポジウムでは，◯を除く 4 題の発表に

ついて紹介する．


